
美
し
い
新
緑
の
芽
吹
き
と
共
に
、
自

治
連
合
会
も
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
役
員
会
に
於
い
て
、
は
か
ら
ず

も
そ
の
器
で
な
い
私
が
、
今
年
度
、
会

長
の
任
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

大
沢
町
の
抱
え
る
課
題
山
積
の
中
、

安
心
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
と
と
も
に
、
今
年
度
は
、
神

戸
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
終

了
後
の
第
一
歩
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う

な
歩
み
が
で
き

る
の
か
、
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、

町
民
・
役
員
の

皆
様
方
の
お
力
と
お
知
恵
を
お
借
り
し
、

勤
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

ど
う
か
自
治
連
合
会
へ
の
一
層

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
高
山
壽
和
）

平
成
二
十
六
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

会
長

高
山
壽
和
（
中
）

副
会
長

池
本
喜
和
（
上
）

会
計

藤
原
利
夫
（
上
）

総
務
部
会
長

中
尾
幸
夫
（
神
）

〃

委
員

榎
本
茂
木
（
上
）

文
教
部
会
長

仲
前
幸
雄
（
中
）

〃

委
員

小
池
光
雄
（
中
）

〃

委
員

宮
本
千
代
治
（
簾
）

〃

委
員

向
井
善
裕
（
市
）

福
祉
部
会
長

松
下
裕
彦
（
市
）

〃

委
員

山
本

茂
（
日
）

環
境
防
災
部
会
長

畑
中
正
和
（
日
）

〃

委
員

乗
池
邦
晴
（
簾
）

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

石
井
保
行
（
日
）

〃

委
員

東
岡
威
和
雄
（
神
）

監
事

代
表
地
区
自
治
会
長

向
井
善
裕
（
市
）

〃

畑
中
正
和
（
日
）

顧
問

（
前
自
治
会
長
）

北
本
義
利

（
大
沢
連
絡
所
長
）

大
釜

透

相
談
役

東
本

晄

〃

乗
井
幹
雄

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

４
／

19
大
沢
町
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭

５
／

17
き
た
き
た
ま
つ
り

７
／

27
ク
リ
ー
ン
作
戦

８
／

15
納
涼
盆
踊
り
大
会

８
／

16
精
霊
流
し

９
／
１
敬
老
の
お
祝
い

９
／
７
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
訓
練

９
／
27
大
沢
の
里
ふ
れ
あ
い
運
動
会

11
月
上
旬

町
民
芸
術
祭

12
月
上
旬

役
員
研
修
会

１
／
12

新
成
人
お
祝
い

人

事

往

来

北
区
総
務
課
長

仲
田

光
男

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
長

長
谷
川
泰
正

北
神
出
張
所
副
所
長

加
野

嘉
一

保
健
福
祉
部
長

林

千
景

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

坂

賀
由
子

保
護
課
長

横
川

一
美

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
支
援
担
当
係
長

梶
田

泰
成

大
沢
連
絡
所

藤
原

一
幸

建
設
局
北
建
設
事
務
所
長

鈴
木
勝
士

安
全
推
進
担
当
課
長

林

雅
隆

大
沢
小
学
校
教
頭

川
崎

道
夫

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
大
沢
支
店
リ
ー
ダ
ー

谷
口

嘉
教

神
戸
み
の
り
の
公
社
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

部

部
長

仲
村

友
和

地
域
振
興
調
整
担
当
部
長

北
芝
孝
男

（1）こうさんだより 平成２６年４月号 第５０２号

４月号

発 行

大沢ふれあいのまちづくり

協議会広報部

http://www.ozo.jp

平成２６年度収支予算書
収入の部 (単位：円）

会費・助成金・繰越金他 5,275,529
支出の部
事業費（運動会・盆踊り・芸術祭等）2,110,000
防火防災防犯費 220,000
土木費 40,000
まちづくり推進費 1,640,000
各種団体補助金等 600,000
教育関係費 230,000
事務費・雑費 300,000
予備費 135,529
計 5,275,529

慰霊祭

４月19日（土）やすらぎの丘において、

第78回大沢町出身戦没者追悼慰霊祭が行

われました。一部は英霊追悼式、二部は

平和へのメッセージとして『野末の露』

が献歌され、上大沢幸田充代さんが、お

父様の従軍帰還体験や平和への強い願い

や慰霊の晩年を語られました。

三
田
市
在
住
の
前
田
隆
成
で
す
。
ご

縁
で
中
大
沢
旧
郵
便
局
局
舎
と
出
会
い

一
目
惚
れ
し
ま
し
た
。
大
沢
町
の
自
然

豊
か
な
田
園
風
景
と
建
物
は
理
想
で
し

た
。
５
月
初
旬
カ
フ
ェ
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２
月
か
ら
内
装
な
ど
コ
ツ
コ

ツ
自
分
で
出
来
る
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
作
業
中
地
域
の
皆
様
か
ら
声
を
か

け
て
頂
き
、
と
て
も
嬉
し
く
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
大
沢
町
の
優
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
は
大
沢
町
の
美
味
し
い
お

米
や
野
菜
を
使
っ
た
洋
風
ラ
ン
チ
と
飲

み
物
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
沢
町

の
魅
力
を
町
外
の
方
に
も
カ
フ
ェ
よ
り

発
信
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
と

の
出
会
い
を
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。
大
沢
町

の
皆
様
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

４
／
11

第
18
回
大
沢
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

神
戸
パ
イ
ン
ウ
ッ
ズ
Ｇ
Ｃ

優

勝

藤
滝

充
克

準
優
勝

岡

啓
之

第
３
位

高
森

正
和

４
／
26

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
学
校
公
開
デ
ー

４
／
28

女
性
会
学
級
（
骨
盤
体
操
）

５
／
１

や
ま
び
こ
会
定
例
会

５
／
２

Ｊ
Ａ
神
戸
北
女
性
会
総
会

５
／
３

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

５
／
４

お
も
し
ろ
市
場
餅
つ
き
大
会

５
／
８

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

５
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

５
／
19

ふ
れ
ま
ち
総
会

５
／
24

女
性
会
講
座

５
／
25

ヨ
ガ
教
室
（
ら
ぽ
〜
と
）

５
／
27

社
会
福
祉
協
議
会
総
会

（４）こうさんだより 平成２６年４月号 第５０２号

野
の
草
の
よ
う
に
育
て
と
種
子
を
播
き

伸

郎

百
草
に
百
の
か
た
ち
に
芽
吹
き
あ
り

昭

耕
し
て
風
を
す
き
込
む
棚
田
か
な

純

子

ひ
と
鍬
の
手
応
え
し
か
と
筍
掘
る

澄

子

生
き
が
い
は
野
菜
作
り
や
耕
せ
り

正

子

つ
く
し
摘
む
過
疎
の
山
里
早
や
日
暮
れ

ち

が

秋
耕
の
亡
夫
の
遺
せ
し
鍬
ふ
る
う

弘

枝

丹
波
路
は
田
を
鋤
く
音
も
の
び
や
か
に

三
恵
子

春
蘭
や
ほ
ほ
え
む
如
く
花
を
ひ
ら
く

た
み
ゑ

俳
句

行
事
予
定

町
民
の
動
き

お
め
で
た

１
／
18
中
大
沢

仲
前
江
利
子
さ
ん

寺
前

聡
さ
ん
と

お
く
や
み

３
／
26
上
大
沢

大
家
秋
雄
さ
ん
95
歳

４
／
３
中
大
沢

弓
場
清
夫
さ
ん
86
歳

４
／
13
中
大
沢

隅
田
佐
代
子
さ
ん
73
歳

ス
ポ
ー
ツ
情
報

お
知
ら
せ

き
た
き
た
ま
つ
り

５
月
17
日
（
土
）
12

：

00
〜

鈴
蘭
公
園

神
戸
ま
つ
り

５
月
18
日
（
日
）
11

：

00
〜

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

平
成
26
年
度
「
１
０
０
０
万
人

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
祭
」

８
月
３
日
（
日
）
午
前
６

：

30

神
戸
総
合
運
動
公
園
ユ
ニ
バ
―
記
念
競
技
場

え : 武長朝子

４月２４日（木）福祉センター



大
沢
町
地
域

事
務
局
の

今
後
に
つ
い
て

神
戸
市
と
の
３
年
間
に
わ
た
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
に
よ
り
、
大

沢
町
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
研
究
会
を

「
大
沢
町
地
域
事
務
局
」
へ
と
組
織
と

活
動
内
容
を
改
定
し
、
行
政
サ
イ
ド
か

ら
の
助
成
金
を
含
め
た
多
く
の
援
助
を

受
け
、
大
沢
町
の
活
性
化
に
向
け
た
活

動
と
な
る
よ
う
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？

住
民
の
足
と
な
る
バ
ス
路
線
の
確
保
、

少
子
化
対
策
を
念
頭
に
置
い
た
移
住
促

進
対
策
、
都
市
部
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
も
多
岐
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

農
業
政
策
に
お
い
て
は
「
お
お
ぞ
う

そ
だ
ち
」
「
神
戸
１
号
」
を
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
し
、
生
食
出
来
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
今
年
度
か
ら
の
地
域
事
務
局
運
営

で
は
、
整
備
活
動
が
行
わ
れ
た
各
種
の

取
り
組
み
を
、
い
か
に
継
続
発
展
さ
せ

る
か
が
骨
子
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

来
る
５
月
２
日
に
局
員
会
議
を
開
催

し
て
新
た
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
活
動
グ

ル
ー
プ
を
取
り
ま
と
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
体
制
は
踏
襲
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

具
体
的
な
活
動
内
容
な
ど
に
お
い
て
は

５
月
号
に
て
お
知
ら

せ
で
き
る
と
思
い
ま

す
。現

時
点
で
早
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
と
し

て
は
、
就
学
児
童
数

の
減
少
に
よ
る
大
沢
校
存
続
問
題
は
現

実
問
題
で
あ
り
、
先
送
り
を
繰
り
返
し

て
い
る
ば
か
り
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

町
民
総
意
の
企
画
案
を
創
り
上
げ
る
必

要
か
ら
、
各
自
治
会
内
で
も
問
題
提
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新

規
取
り
組
み
作
物
な
ど
へ
初
期
投
資
助

成
を
行
っ
て
き
た
Ｂ
Ｍ
研
究
会
で
は
、

収
益
が
定
着
す
る
よ
う
に
今
後
数
年
間

の
経
過
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
事
務
局
の
役
割
が
不
鮮
明
で
あ

る
と
の
意
見
も
あ
る
よ
う
に
お
聞
き
し

ま
す
が
、
町
内
活
動
組
織
の
窓
口
と
な

り
そ
の
活
動
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
が
任
務
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
部
会

石
井

保
行

大
沢
町
地
域
事
務
局
会
議

４
月
17
日
（
木
）
に
今
年
度
最
初
の

地
域
事
務
局
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
沢
町
自
治
連
合
会
よ
り
新
旧
三
役
の

方
々
を
お
迎
え
し
、
今
年
度
新
た
に
登

録
い
た
だ
い
た
局
員
さ
ん
と
行
政
関
係

者
さ
ん
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
顔
合
わ

せ
の
会
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

席
上
行
政
サ
イ
ド
か
ら
は
、
今
年
度
大

沢
町
に
対
し
て
予
定
し
て
い
る
助
成
内

容
の
概
算
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
協
定
終
了
後
こ
れ
か
ら
自
立

す
る
た
め
の
年
度
と
し
て
、
志
も
新
た

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
局
員
会
議

26
年
度
最
初
の
局
員
会
議
を
、
５
月

２
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
当
日
は

事
務
局
役
員
お
よ
び
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

長
を
選
任
し
、
今
年
度
の
活
動
予
定
な

ど
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
大
沢
産

現
在
、
大
沢
町
で
は
イ
チ

ゴ
狩
り
が
真
っ
盛
り
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
紹
介
さ
れ
神
戸
新
聞
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
復
活
品
種
の
「
神

戸
１
号
」
は
昨
年
よ
り
品
質
も
向
上
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
の
お
店
の
店
頭
に
も

数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、

筆
者
も
初
日
に
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成

功
、
ク
リ
ー
ム
と
の
相
性
も
良
く
そ
の

お
い
し
さ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
生

産
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

大
沢
町
の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
と
し
て
確

立
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
関
連
事
業

事
務
局
扱
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

沢
町
に
も
い
よ
い
よ

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

が
出
来
そ
う
で
す
。
大
沢
校
近
く
の
旧

郵
便
局
跡
を
現
在
改
装
中
で
す
。
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
並

ん
で
く
れ
る
と
大
変
う
れ
し
い
の
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
す
る
日
を
心
待
ち
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
関
連

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
自
主
運
行
試

験
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通

機
関
の
存
続
と
八
多
町
と
の
合
同
協
議

会
に
む
け
た
会
議
が
、
５
月
12
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（２）こうさんだより 平成２６年４月号 第５０２号

大沢町地域

事務局

掲示板

上
大
沢
自
治
会
会
長

榎
本
茂
木

こ
の
た
び
、
上
大
沢
の
皆
様
の
代
表

と
し
て
自
治
会
長
を
務
め
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
上
大
沢
の
代
表
と
し
て

の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

ど
こ
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
少
子
高
齢

化
や
農
業
の
担
い
手
不
足
、
価
値
感
や

慣
習
の
多
様
化
等
、
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
安
全
・
安
心
・
元
気
で
、
景
観
等

美
し
く
、
若
者
も
住
み
易
い
、
人
が
集

う
町
に
す
る
か
が
、
大
き
い
課
題
と
な
っ

て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
先
日
、
人
口

減
少
を
た
ど
っ
て
い
た
離
島
の
高
校
が

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育
を
編
集
・

広
報
し
人
気
が
集
ま
り
、
学
生
が
倍
増

し
人
口
も
増
加
し
た
事
例
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
情
報
取
得
、
話

合
い
や
交
流
を
通
じ
て
多
様
な
考
え
方

を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
井
の
中
の
蛙
に

な
ら
ず
、
地
域
の
強
み
を
活
か
し
一
歩

ず
つ
前
へ
進
め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
未

熟
で
微
力
で
す
が
、
上
大
沢
を
よ
り
良

い
町
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
に
暮
ら
す
に
は
、
お
い
し
く
食

べ
て
、
楽
し
く
交
流
す
る
事
も
大
事
な

要
素
で
す
。
そ
こ
で
お
す
す
め
し
た
い

の
が
歯
科
健
診
！
歯
が
痛
く
な
っ
た
り
、

調
子
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
治
療
に
行
く

の
で
は
な
く
、
定
期
的
に
口
の
中
の
状

態
を
確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予

防
・
早
期
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
疾
患
検
診
・
歯
科
相
談
を
無
料
実

施
し
ま
す
。

６
月
11
日
（
水
）
13

15
〜

北
神
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
４
階

対
象

35
歳
と
41
歳
以
上
の
北
区
民

予
約

５
月
８
日
（
木
）
９
時
か
ら

℡
３
３
３
‐
３
３
３
０

安
易
に
捨
て
て
し
ま
え
ば
ゴ
ミ
で
す

が
、
分
別
回
収
し
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
く
こ
と
が
ゴ
ミ
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の
婦
人
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
実
施
し
て
い
る
資
源
回
収
に
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月
27
日
（
火
）

婦
人
会
資
源
回
収

朝
８
時
ま
で
に
各
地
区
収
集
所
ま
で

（
新
聞
・
雑
誌
・
ア
ル
ミ
缶
・

雑
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
古
布
）

（３）こうさんだより 平成２６年４月号 第５０２号

婦
人
会
・
女
性
会
新
体
制

会

長
（
連
合
）
大
家

陽
子

会

長
（
Ｊ
Ａ
）
稲
生

芳
子

副
会
長
（
連
合
）
岩
田

栄

副
会
長
（
Ｊ
Ａ
）
坂
井

洋
子

会

計
（
連
合
）
井
上

隆
子

会

計
（
Ｊ
Ａ
）
仲
前

禮
子

書

記

仲
西
真
理
子

（
さ
く
ら
ん
ぼ
ミ
セ
ス
）

幹

事

久
古
美
奈
子

会

計

上
西

陽
子

：

：：

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員

交
代
の
お
知
ら
せ

善
入
地
区

藤
滝

敦
美

簾

地
区

下
浦
千
鶴
子

自
治
会
文
教
部
長

仲
前

幸
雄

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す


